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＜連絡事項＞
・日本人の食事摂取基準の改訂に伴い、1日当たりの塩分量の調整が必要となったこと、八戸市保健所の給食施設栄養指導での指摘に伴い、下記の通り塩分量の変更を行い昼・夕の２食提供となります。（朝の汁物が1品なくなります）

【塩分量】8.0ｇ/日　→　7.0ｇ/日

改訂時期は、2/1～となります。

＜患者様連絡事項＞
・菅野　勝利様～本日昼食後から粗キザミが常菜に変更となっています。
点眼液ヒアルロン酸Na点眼液0.1%　5ml/本　6本処方となっています。
・原　吉郎様～歯科受診　次回1/31（金）予定です。
＜要注目患者様＞
・鈴木　知子様～昨日大部屋へ居室変更しています。深夜帯4:00には「ぶっ殺すぞって聞こえる。」と幻聴についての訴えも聞かれ表情の硬さは見られています。作業については拒否なく取り組まれており、移動中に叫んでいた事をスタッフに訴え、ＯＴスタッフへも途中で帰りたいと訴えあり、10:20スタッフと一緒に帰って来られています。幻聴は聞かれており、「男の人の声で聞こえる。」と話し以後、休息促し自室で過ごされています。午後からも落ち着かなさ見られ自室とホールを大声で叫び、足音を立てながら行ききして歩く様子見られています。13:50不安・不穏時タンドスピロンクエン酸（10）1T内服しています。幻聴発言は聞かれ「保護室に行きたい。ここにいたくない。」など要求が通らない事で態度で示す様子もあり、同室者が声かけしていますが、表情の硬さは継続。
引き続き精神状態観察し、本人の孤立化の防止と訴えの傾聴を行っていきましょう。
・戸賀沢　潔様～レストランに行く前にＮ.Ｏ様より「さっき、他の人の部屋を覗いていたから、何覗いてだっけ、何かする気になってらべって喋ったら、自分の部屋に戻ったよ。」と情報あり。食事から1番先に小走りで戻り、そのまま自室の方へ行かれ、スタッフが後を着いていくとＨ・T様の部屋に入ろうとしているところを問い詰めると、「いや、別に…何も…」と言いながら自室に戻り、床頭台の引き出しに何かを入れた様子。ポケット検査をされると考えた様子で確認するとスプーンが入っている。以前、Ｈ.Ｔ様の床頭台からコーヒーを何度も持って行っているとの情報が同室者から寄せられた事がありました。今回も、そのパターンと思われます。皆様がレストランから戻るまでホール内で過ごして頂く事としていますが、本人様には反省の色もなく、和室から詰所の方をチラチラ窺っている様子。今後はレストラン移動はすぐに返さず、待たせて齊藤様と一緒に最後に帰るようにし、他者の部屋を徘徊しないよう随時観察して行きましょう。
・井上　和美様～他患者様のインスリンの為、洗面所前を通るとベンチにＪＳ様と座って歯磨きをし、通り過ぎると後ろの方から怒り口調で「うるせえな！何喋ってらっけ！この野郎！」と聞かれていました。スタッフはＪＳ様に言っているのかと思い、戻って、怒らない様に声掛けすると「何も怒ってねえじゃ！何怒るって！Ｔさ喋ってらのだじゃ！」と依然として怒り口調である。「へだすけ、何も怒ってねえってば！」と増々口調を強めるようすあり。洗面所に入ってからも、誰もいない所で歯ブラシを銜えながら怒り口調が続いていましたが、自室へ戻られてからは易怒性なく経過しています。他患者様とトラブルない様に様子観察しましょう。
＜田名部Ｄｒのケース検討＞
・成田　富士子様～最近の様子としては、身体面では糖尿病に関して内科診察をいただい
て良好なコントロールであり現行のインスリンで継続していくこととなっています。一方、手指などの疼痛は依然としてみられていますが、普段は作業療法には参加を続け、風邪症状は改善しています。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。
・高橋　伸治様～最近の様子としては特に変わったところはなく経過しています。夜間の睡眠は現在の処方内容でよくとれて、食事摂取もできており、空腹感の訴え聞かれています。身体面では失調性歩行はあるが、歩行して移動もできています。日中は作業療法に参加を続けていて、ロジックに取組んでおり、精神症状面で、欠陥状態ではありますが、陽性症状の顕在もなく穏やかに生活しています。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。
・斎藤　光枝様～最近の様子としても特に変わりはなく経過しています。夜間の睡眠はとれて食事摂取も時間をかけて出きています。身体面では、やはり歩行器使用して移動はできており、振顫の悪化もないと思われます。普段は、自分で紙工作やコピー用紙の裏に時の練習をしています。日常的な会話はできて見当識障害も目立たないですが、特に退院に関することなど何度か同じことを聞いてくることはあり、感情面での不穏さはありません。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。
・松川　久雄様～最近の様子としては、1月17日から19日まで自宅で外泊を行ってきているが、家の中の整理はだいぶ進んだと話している。今後は水道管の工事（3月予定）が始まるのを待っている状態です。現在も精神症状面では、アルコール渇望感はなく、認知機能低下もないと思われます。夜間の睡眠や食事摂取も外泊中を含めてよい状況であった。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。
・織笠　健太郎様～最近の様子としても特に変わったところはなく経過しています。夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできています。身体面では、前回よりブロムペリドールを使用しているが振顫や過鎮静もないと思われています。作業療法は参加していますが、まだ今一つ、合目的性のある行動はない状況です。ブロムペリドールは増量してみることとします。
臨時薬はブロムペリドール2mg→4mgへ増量、アリピプラゾール12mg→6mgに減薬し、7日分継続処方となっています。
・高橋　義明様～最近の様子としては、あまり変わったところはないが、夜間の睡眠は概ねとれていたようである。普段は作業療法にはこれまで通りに参加を続けているが、課題の塗り絵ではなく文字を書いている事が多い。独語は比較的少なくなっている。前回より追加していたハロペリドールは朝に増量して、アリピプラゾールは減量する事としています。アリピプラゾールOD錠12mg →6mgに減薬し、ハロペリドール(1)　1T追加となり7日分処方となっています。
　・鈴木　知子様～近の様子に関して、精神症状面では、まだ幻聴や被害妄想が残っていて、突然大声で怒鳴って、男性患者に対しての嫌悪感を訴えていることも見られていた。人込みも気になるようである。前回診察後より、処方内容はチミペロンへスイッチしてきているが、もう少し増量あるいは変更して、幻覚妄想症状に対処していくようにする。1月16日検査の心電図結果としては特に異常なし。セニラン、ニトラゼパム、チミペロン、アリピプラゾールＯＤがＯＦＦとなり、レボトミン(25)1T、リスペリドン(2)1Tが本日夕、Vdsと処方となります。明日の朝からハロペリドール（1.5）3T、ビベリデン塩酸塩(1)3T、レボトミン（25）1T、リスペリドン(1)2T追加処方となり7日分処方となっています。
・飯豊　信雄様～最近の様子としても特に変わったところはなく経過している。夜間の睡眠はとれていて食事摂取も出きている。身体面での不調の訴えもない。普段は之まで通りに作業療法に参加して、計算問題に取り組んでいる。慢性状態であるが認知機能的に低下は進んでいないと思われる。その他、幻聴や妄想などの増悪もなく過ごしている。臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。
・尾嵜　マリ子様～最近の様子としてもあまり変わったところはなく経過している。夜間の睡眠はとれて食事摂取もできている。身体面では、下肢などの疼痛や痺れも特に訴えていない。普段は作業療法への参加は続けていて、塗り絵や認知機能訓練課題などに取り組んでいる。それなりに集中はできていて、精神症状面でも陽性症状の顕在はなく過ごしている。
臨時薬は同内容で7日分継続処方となっています。
＜退院支援委員会会議＞

・成田　富士子様～最近の様子としても特に変わりはなく経過していますが、退院や金銭面についてPSWとの面談を希望しており今後について尋ねています。今後の身体治療の必要性や金銭面での自立も目指し、生活スキルの習得、円滑な対人関係構築の確立をしていく必要があることを説明しています。
・高橋　伸治様～最近の様子としては特に変わったところはなく経過しています。夜間の睡眠はハルラックを加えてから安定してとれていて食事摂取もできている。身体面では、之まで同様に失調性歩行は見られているが、日常生活上の支障は特になく移動も行えている。日中は作業療法ロジックに参加しています。本人は自宅退院を希望していますが、家族は施設入所を希望しています。

・斎藤　光枝様～退院してからの過ごし方について毎回のように三重県の夫の家に帰ってもいいと言われた、という常同的なことは話しています。リハビリを行う施設に入所する方針としていきます。

・松川　久雄様～水道管工事については、1月、2月と工事が立て込んでおり3月中の予定です。
・織笠　健太郎様～本人様より期待してないとのこと。自宅退院を希望してますが、家族は自宅退院は無理なため、施設入所する方針としていきます。
・高橋　義明様～今後青山荘へ入所できるよう看護介入していきます。
・鈴木　知子様～本人は退院の意思は持っているため、退院後の生活に対する不安を軽減する目的で、外出泊を勧め本人様はアパート退院を望んでいますが、生活維持は困難予測されるため姉様は施設を望んでいます。
・飯豊　信雄様～症状の顕在化もなく、逸脱行動もみられません。感情平板化はありますが人との関係で困る事はないと話し、穏やかに疎通がとれています。
・尾嵜　マリ子様～本人は自宅退院を希望していますが、家族は退院に対し強い不安を持っており、施設入所を希望しています。
＜ＳＳＴミーティング＞

・今月の目標の評価
・乾燥機を使用したらスタッフへ声かけして下さい。
・入浴を1/27（月）→1/26（日）に実施します。
